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「１７7のこころ」
　車が大好きなＹさん。毎日、自分の好きな車をたくさん並べて遊んでいます。「自分で遊
びたい」という想いを大切に、じっくりと遊んできました。
　ある土曜日のことです。お友だち同士の貸し借りで少し困っている場面がありました。そ
れを見ていたＹさんは、自分の大切な車を差し出し、「ぼくのを貸してあげる」「これもいい
よ」と優しく譲ってあげていたのです。
　「こうしたい！」という自分の気持ちをしっかりと大切にされているからこそ、心に余裕
が生まれ、自然とお友だちにも優しくなれるのだと思います。
　私たちが大切にしている「子どもの権利」とは、特別なことではありません。子どもたち
の「これがしたい」という小さな思いを大切に受け止めること。その積み重ねが、自分も相
手も大切にする優しい心を育み、未来の平和な社会を創りだす種になると信じています。
　これからも、子どもたち一人ひとりの心の育ちを温かく見守っていきたいと思います。　



　現在、ワールドカップで世界中が沸き立っています。サッカーファンには怒られるかも知れません
が（体育が全くダメな）私が個人的に密やかに楽しみにしているのが決勝戦で開催されるハーフタイ
ムショーにBTSが出演することです。BTSはどのメンバーも魅力的なのですが、Vというメンバー
に関して「ダンスの力の抜き方がとても上手い」と書かれている記事を目にしました。そう言われて
みると、なるほど確かに彼のダンスは力強さのなかにリラックスした動きをうまく組み合わせていて、
それがとても心地よく、美しいと感じます。

　ある日の研修で、職員全員が自分の得意と不得意、そしてそれらをもとに助けてほしいところを共
有しました。大人になってから自分自身について分析する機会はあまりなく、ましてや助けてほしい
ことを公言することは初めての経験。同時に「成し遂げること、やりきること」が美徳で当たり前と
されている学校や社会で育ち、子育てをするなかでその意識はより強くなったように思います。子ど
もを持つということは、守るべきものを得るということ。守るためには強さが必然で、いつの間にか
どんどん逞しくなってきたようにも思います。逞しくなった「ふり」が上手になった、と言った方が
正しいのかも知れません。抱っこと荷物でどれだけ腕が痛くなっても、どれだけ体調が悪い週末も、
ままならない日々の中で泣きたくなるときも、我が子の前では大丈夫でいなければならない。

　しかし、本当の自分はそんなに強くはない。そして張りつめた糸を緩ませることは、時に怖さを伴
うもの。そんななかで、助けてほしいときちんと伝えられ、「本当の私はそんなに強くない」と安心
して言い合えて「力を抜く」ことが許される場所が変わらず在るとしたら。そんな場所で弱さを持ち
寄る大人の姿は、とても自然で、人間らしく、時には子どもたち自身を成長させるものなのかも知れ
ません。

　力強さももちろん素敵ですが、弱さとは、案外心地よいもので、時にとても美しいもの。ですから、
ここにいるときくらいは「ふり」を少しお休みして頂けたらとても嬉しいです。どんな時もそのまま
の自分でいること、そしてそのままの自分でいさせてくれる、心地よく美しい場所を、ここに集う方々
と一緒につくっていくことが私の変わらない夢ですから。


